
アンケート項目の計画への反映 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

属性の把握 
 
 

各項目とクロス集計し、世代・障がいの程度生活状況等による回答の傾向の違いを分析 

情報 
 

●市が情報を発信する際の効果的な方法はなにか。 

○福祉などの情報を得る方法はどれですか。 

外出 
 
 
 
 
 
 
 
 
●外出を促進するための施策は必要か。 

○おおむねこの 1年（平成 24年 11月 30日～平成 25年 11月 30 日）の

あいだにどの程度外出（通勤・通学を含む）しましたか。 

○外出をするときに支援は必要ですか。 

○一人で外出できない場合、どのように外出していますか。 

○外出する際の支援として、福祉サービスをどの程度利用したいですか。 

就労 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

●就労を促進するために必要な施策は何か。 

○現在の就労などの状況について、あてはまるものに１つだけ○をつけてくだ

さい。 

○働いていない理由はなんですか。 

○今後、働きたいと思いますか。 

○どのような支援や配慮があったら働けると思いますか。 

○現在の仕事について不安や不満はありますか。 

就学 
 
 
 
 
 
 
●児童の日中の居場所は確保されているか。 

●児童の支援にどのような課題があるか。 

 

【基礎情報】 ○この調査の記入方法  ○記入した方とご本人の関係  ○性別  ○年齢  ○障がい者手帳の等級 

  ○障がい者手帳の交付日  ○他の障がい者手帳  ○発達障がいの診断  ○高次脳機能障がいの診断 

権利擁護 
 
 

 

 

 

●各制度の認知度はどの程度か→周知・啓発の必要はあるか。 

●各制度の利用意向はどの程度か→利用を促進する施策は必要か。 

○成年後見制度について、知っていますか。 

○上記の成年後見制度について、利用したいと思いますか。 

○日常生活自立支援事業について、知っていますか。 

○上記の日常生活自立支援事業について、利用したいと思いますか。 

人権 
 

 

 

●一般との意識の差を比較 → 共生社会の啓発に活用 
 
 

 

●権利条約の認知度はどの程度か →周知・啓発の必要はあるか。 

○障がいがあることで、あなたはふだんの生活で不適切な対応をされたり、い

やな思いをしたりしたことがありますか。 

○国連の障害者権利条約について、日本が批准する見通しであることを知って

いますか。 

市の施策 
 
 

 

 

 

 

●過去２回の調査結果と比較し、計画の指標とする。 

 

 

 

●市が重点的に取り組むべき施策のニーズを把握する。 

○５年前と比べて福祉・教育・雇用・まちづくりなどの障がい者施策は進んだ

と思いますか。 

○春日井市における福祉・教育・雇用・まちづくりなど、障がい者の施策につ

いて満足していますか。 

○今後、特に充実すべきだと考える障がい者の施策について、あてはまるもの

に５つまで○をつけてください。 

自由記載 
 
○普段、生活している中でどのようなことで困ることがありますか。将来への

不安も含めて、ご自由にお書きください 

○春日井市の障がい福祉について、ご意見がございましたらご自由にお書きく

ださい。 

障がい福祉サービス 
 
 

 

 

 

●利用していない理由 → 利用促進のための施策を講ずる必要があるか。 

●今後の利用意向 → 障がい福祉サービスの目標値に反映 

 

 

 

●どのようなことに困っているか →市がどのような支援をする必要があるか。 

住まい 
 
 
 
 
 

●一人暮らしやＧＨ・ＣＨのニーズを把握→市がどのような支援をする必要があるか。 

相談支援 
 
 

 

 

 

 

 

 

●支援センターは有効に機能しているか。→ 充実させるためには何が必要か。 

●基幹相談支援センターの設置に向けた課題は何か。 

医療 
 
 

 

 

●医療機関を受診する際にどのようなことに困っているか。 

→市がどのような支援をする必要があるか。 

余暇 
 
 

 

●余暇を有効に活用しているか。→ 市がどのような支援をする必要があるか。 

○現在、障がい福祉サービスを利用していますか。 

○現在、福祉サービスを利用していない理由は何ですか。 

○今後１年以内に障がい福祉サービスを利用したいですか。 

○現在、生活をしていく上で支援がなくて困っていることはどのようなことで

すか。 

○悩みや困ったことを相談する相手は誰ですか。 

○障がい者生活支援センター（春日苑、かすがい、JHNまある、あっとわん、

しゃきょう）について知っていますか。 

○障がい者生活支援センターで相談したいと思うことは何ですか。 

○障がい者生活支援センターに相談をしたことがありますか。 

○障がい者生活支援センターについて満足していますか。  

○どのような点に不満を感じましたか。 

○医療費は、1月あたりいくら負担していますか。 

○最近３か月について、病院にどれくらい通院しましたか。 

○医療について困ったことや不便に思ったことがありますか。 

○１週間のうちに自由な時間はどれくらいありますか。 

○自由な時間をどのように過ごしていますか。 

○将来どこでくらしたいですか。 

○将来だれと一緒にくらしたいですか。 

【住まい】○どこでくらしているか  ○誰とくらしているか 

【生活費】  ○日常の生活費はどうしているか  ○ご本人の年間収入   ○世帯の年間収入 

○現在の日中の居場所について、あてはまるものに１つだけ○をつけてくださ

い。 

○上記で「１．児童発達支援施設」から｢５．普通学校（特別支援学級も含む）」｣

までに答えた方にお聞きします。困っていることは何かありますか。 

○今後、充実させてほしい支援は何ですか。 

○18歳になったときのことについて何かお考えですか。。 
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●質問からわかること。計画に反映する内容。 

○アンケートの質問項目 
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この表の見方 

資料２ 

災害 
 

 

 

 

 

 

●災害時に情報難民の発生を防ぐ施策は必要か。 

 

 

 

 

 

 

●避難所の認知度や避難方法→周知や支援の方法は何か。 

 

 

●災害時にどのようなことに困るか→市がどのような支援をする必要があるか。 

 

 

 

 

●各制度の認知度はどの程度か→周知・啓発の必要はあるか。 

●各制度の利用意向はどの程度か→利用を促進する施策は必要か。 

○災害などの緊急事態が発生した場合の避難場所を知っていますか。 

○自宅にいるときに災害などの緊急事態が発生した場合、ひとりで避難場所ま

で避難できると思いますか。 

○一緒に避難場所まで避難してもらう人はだれですか。 

○災害などの緊急事態に困ると思うことは何ですか。 

○災害などの緊急事態が発生した場合、主に情報を得る手段は何だと思います

か。 

○上記で回答した情報を得る手段について、緊急事態が発生した場合に利用で

きるよう確保していますか。 

○春日井市の災害時要援護者避難支援制度を知っていますか。 

○災害時要援護者名簿に登録したいと思いますか。 

○登録したくないと思う理由は何ですか。 
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